
 

（第２号様式）   
令和７年３月６日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 横浜緑園高等 学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月３１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①ICT を活用した組織的授
業改善に取り組み、変化
の激しい社会に適応でき
るよう、生徒の資質・能
力を高める。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②大学進学等の多様な進路
希望を実現させる学習指
導を充実させる。 

①ICT を活用した授業改
善及び校内環境の整備
を進める。 

①故障等機器トラブルに
即応する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②新指導要領に沿った教
育課程を推進し、組織
的かつ計画的な学習指
導を実施する。 

②進路実現に向け、主体
的な学びを進め、確か
な学力の向上を図る 

①「ICT 活用」「主体的・
対話的で深い学びの実
現」に組織的に取組む。 

①半期ごと棚卸を行い、
ICT機器整備に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②年間を見通した指導と評
価の計画を作成し、計画
的に授業実践を行う。 

②動画視聴や到達度テスト
により、主体的に学習に
取組むよう支援する。 

①授業評価により、ICT を
活用した授業改善、ICT
環境の整備が進んだか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
①故障、紛失等に即応でき
たか。 

 
 
②単元の指導と評価の計画
をふまえて指導や評価を
実践することができた
か。 

②主体的に学習に取組み、
基礎学力の定着を図るこ
とができたか。 

①授業評価において、
「ICT を活用」の項目
の評価平均が 3.1 に達
した。 

 
 
①ICT の活用を意識した
研修会を実施し、職員
の授業改善に役立てる
ことができた。 

 
①３年次生のクロムブッ
クの回収時期を早める
ことによって、漏れな
く回収できた。 

②全職員で、担当する講
座の「単元の指導と評
価の計画」を作成した
ことで、見通しをもっ
て指導と評価を行うこ
とができた。 

①定着した ICT 活用が
「主体的・対話的で
深い学びの実現」に
具体的につながって
いるかを検証してい
く 

①電子黒板の導入によ
り、そのよりよい活
用方法を組織的に検
討する必要がある。 

 
①半期ごとの棚卸が不
十分だったので、次
年度は徹底したい。 

 
②今年度は、３年次の
講座は一部の単元の
み作成したが、次年
度はすべての年次で
全単元の計画を作成
していく。 

〇 ICT をどう使うでは
なく、１年を通して授
業をどのようにデザイ
ンしていくかを考えて
ほしい。 

〇 教育無償化の先進地
では、公立校の倍率が
落ちている。各校が特
徴を出していくことが
必要である。 

〇 実際に授業を参観し
て、ICT の有無にかか
わらず、工夫された授
業は生徒が集中してい
た。 

〇 インプットの場とア
ウトプットの場をバラ
ンスよく配置した授業
をしてほしい。 

① ICTを活用した授
業改善をすすめる
とともに、ICT活用
環境を整備した。
１人１台端末導入
３年目にあたり、
新たに導入された
電子黒板を活用し
た授業を展開し
た。 

 
② 新学習指導要領
に基づき、本校の
魅力と特色を具現
化した教育課程の
３年目を実施し
た。引き続き、必
要な整備を継続し
ていく。  

① 授業互見、ICT
支援員の活用、
校内研修の充実
により「学力定
着のためのICT
利活用」という
観点や「日常で
のICT活用の実
践モデル」を職
員間で共有し、
引き続き授業改
善をすすめると
ともに、１人１
台端末に対応し
た教育環境整備
を行う。 

② 新学習指導要
領の実施状況を
踏まえ、カリキ
ュラム･マネジメ
ントをすすめ
る。 

２ 
（ 幼 児 ・ 児
童・） 
生徒指導・支援 

①組織的な教育相談体制を
構築し、生徒一人ひとり
に応じた支援を行う。 

  
 
 
②規範意識を高め、校内だ
けでなく地域社会におい
ても責任ある行動がとれ
るようにする。  

 
 
 
③学校行事、生徒会活動、
地域行事等に対する生徒
の主体的な取組を促し、
自己肯定感と他者を尊重
し協働する態度を養う 

 
 
 
④部活動の活性化を通じ
て、挑戦する気持ちを高
め、豊かな人間性や社会
性の涵養につなげる。 

 
 
 

①職員の教育相談への意
識を高め「積極的」ア
プローチを行う体制を
構築する。 

 
 
②校内や地域におけるル
ールやマナーを確認
し、生徒自身の自律し
た行動を養成する。 

 
 
 
③学校行事、生徒会活
動、地域行事等で、生
徒が個人やグループで
参加できる機会を多く
設定できるようにす
る。 

 
 
④部活動を活性化するた
めの準備段階として、
本校の各部活動の現状
を把握し、活動計画の
作成に役立てる。 

①教員とＳＣ・ＳＳＷの情
報共有機会を定期的に設
け、生徒への適切な支援
体制を構築する。 

 
 
②生徒・保護者・地域・生
徒会役員等と連携し、規
範意識を高める取組みを
行う 

 
 
 
③生徒会主催行事で、行事
を盛り上げるための有志
参加者を募集する。ま
た、各行事で部活動や委
員会に運営の役割を依頼
し、行事に関わる時間を
増やす。 

 
④本校に適した部活動の方
針を作成するとともに、
部活動に加入している生
徒の満足度を調査する。 

①教員とＳＣ・ＳＳＷが生
徒の情報共有をし、適切
に支援することができた
か。 

 
 
②生徒・保護者・地域・生
徒会役員等と連携し、規
範意識を高める取り組み
を行うことができたか。 

 
 
 
③各行事で、生徒会以外の
生徒も参加でき機会を与
えるように企画すること
ができたか。 
行事への有志参加や地域
でのボランティア活動に
参加する生徒がいたか。 

 
④本校に適した部活動の方
針を作成することができ
たか。 
部活動の満足度を調査す
るなどして、現状を把握
することができたか 

①SC・SSW と教員の連携
を密にし、前年より２
倍の生徒のスクリーニ
ングをし、積極的にプ
ッシュ型の支援を行っ
た。 

② 教員と生徒会役員と
の意見交換会を複数行
い、本校にとっての校
則の在り方を考えるこ
とができた。 

 
 
③体育祭、文化祭で、応
援団や後夜祭など多く
の生徒が有志として参
加し、各行事を盛り上
げた。多くの部活動や
委員会の生徒が運営に
協力した。 

 
④「神奈川県立学校に係
る部活動の方針」に則
り、本校に適した「横
浜緑園高等学校の部活
動に係る活動方針」を
策定した。 

①年２回のサポートド
ックに対応する期間
があるため、通常の
教育相談支援が停滞
する事が多々ある。 

 
② 生徒全体に規範意
識を持たせること
と、校則の見直しを
バランスよく行うた
めに、生徒会役員と
の意見交換会を継続
していく。 

③地域イベントにチア
バトン部や吹奏楽部
など部活動単位で参
加した生徒はいた
が、個別に地域のボ
ランティアに参加し
た生徒はいなかっ
た。 

④部活動に加入してい
る生徒の満足度調査
が実施できなかっ
た。次年度、満足度
調査を実施して、本
校の部活動の方針等
の検証に役立ててい
く。 

 

〇 生徒指導のスタンス
を固め、ダメなものは
ダメというスタンスを
守り続けてほしい。 

〇 制服のルールについ
ては、保護者からの意
見も多く、防犯の意味
からも改善したほうが
いいのではないか。こ
の３年間で、生徒たち
が声をあげられるよう
になってきていると思
う。 

〇 校内ルールについて
生徒が意見表明するこ
とは、子どもの権利条
約の観点からもいいこ
とだと思う。 

〇 緑園生は、年々よく
なっている。入りたい
学校になっていると思
う。 

〇 アンケートだけでな
く、日頃の行動観察や
声かけ等を通じ、生徒
の SOS を早期にキャッ
チし、未然防止に努め
てほしい。 

① SCやSSWとの連
携による効果的な
プッシュ型面談を
行い支援につなげ
た。今後は、SC・
SSW配置の充実、PC
環境の整備を期待
したい。 

② 生徒の規範意識
を高めるため、校
則について生徒と
ともに考えること
ができた。 

③ 学校行事におい
て生徒会役員等の
主体的な取組によ
る学校行事を実施
することができ
た。 

④ 部活動の活性化
に向けた取組を行
った。今後はより
きめ細かな生徒の
実態把握に努めた
い。  

① サポートドッ
クの取組３年目
に当たり、より
効率的な運用体
制・支援体制を
構築する。 

② 保護者・地
域・生徒会役員
等とも連携し
て、生徒の規範
意識を高める取
組を行う。 

③ 学校行事等へ
の生徒の主体的
な取組をより支
援する。 

④ 策定した「部
活動の方針」を
効果的に運用す
るとともに、
「部活動満足度
調査」を実施
し、部活動活性
化に向けた取組
を工夫する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月３１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひとりによりよ
い進路を実現させるた
め、進路に関する知見を
広め、自己の将来を洞察
することができるような
進路指導を展開する。 

 

①生徒が、自身の在り方
生き方を探究しなが
ら、進路希望を実現で
きるキャリア教育の充
実を図る。進路指導に
関する教員研修を積極
的に実施し、教職員が
適切な進路指導ができ
るよう、最新の情報共
有に努める。 

①生徒の主体的な学習を推
進し、自己肯定感を高め
る取組を進める。総合的
な探究の時間の充実のた
め３箇年の指導計画を再
構築する。大学入試、専
門学校進学等に関する研
修会により、最新情報を
共有する。 

①主体的な学習、自己肯定
感を高める具体的な活動
が展開できたか。総合的
な探究の時間を活用した
キャリア教育の３箇年計
画を再構築できたか。研
修会実施により、教員一
人ひとりの指導力向上が
見られたか。 

①進路指導に関する教員
研修を予定通り実施
し、生徒の進路支援に
おいて様々な場面で活
用できた。スタディサ
プリを活用しての主体
的な学びは徐々に浸透
しているが、副教材と
してさらに活用する余
地がある。総合的な探
究の時間の３箇年指導
計画ができあがったの
で、次年度は具体的な
運用に進みたい。 

①スタディサプリを宿
題配信し、生徒に主
体的に取り組ませる
体制を組織的に整え
る。また、各教科・
科目においても探究
的な学びを推進し、
総合的な探究の時間
の充実、生徒のキャ
リア形成に繋がった
教育活動を展開して
いきたい。 

〇 総合的な探究の時間
の「探究」は、１年で
答えが出るものではな
い。成果物にこだわる
と総合的な学習の時間
と変わらないものにな
るので工夫されたい。 

〇 他の生徒の価値観や
考え方に触れ、気付く
機会を設定すること
で、生徒一人ひとりの
キャリア発達を支援し
てほしい。 

① 「総合的な探究
の時間」の３箇年
指導計画を整備し
た。次年度は具体
的な運用に進みた
い。 

② 進路指導に関す
る教員研修を実
施・スタディサプ
リの活用により、
生徒の希望進路実
現に向けた指導･支
援を行った。 

 

① 整備した「総
合的な探究の時
間」の３箇年指
導計画を適切に
運用する。 

 
② スタディサプ
リのさらなる活
用により、学習
習慣の定着、学
習支援・探究活
動の充実を図
る。 

４ 地域等との協働 

①地域の教育力や外部の人
材を活用した教育活動を
推進する。 

 
 
②共生社会の実現に向け、
インクルーシブ教育をす
すめる。 

 

①高大連携をはじめ関係
機関や地域、外部の協
力・支援により、キャ
リア教育の充実を図
る。 

②生徒会主催行事等で、
分教室との交流を拡げ
て、インクルーシブ教
育への理解を深める。 

 

①大学はじめ外部機関・地
域から講師を招いて、教
育活動を展開すること
で、より充実したキャリ
ア教育を目指す。 

②分教室の生徒に文化祭や
部活動等に積極的に参加
してもらい、本校生徒と
交流する機会をつくる。
夏季休業中の部活動交流
を昨年以上に拡げる。 

①生徒のキャリア形成につ
ながる支援ができたか。 

 
 
 
②１年間で複数回の交流の
機会をつくることができ
たか。部活動の交流がで
きたか。 

 

① コンソーシアムの活
用により、教科・科目に
おいて深い学びが実現で
き、生徒のキャリア意識
啓発に繋がった。 
②文化祭では、校内公
開、一般公開の両日とも
分教室から２つの企画で
参加してもらい、本校と
分教室の生徒同士が交流
を深めることができた。 
部活動での交流について
は、分教室の生徒が参加
した部活動が３つと少な
かった。 
②夏季休業中に野球部、
サッカー部、茶道部が部
活動体験を実施した。文
化祭では、分教室が２企
画参加した。 

①高大連携の中には一
部形骸化しているもの
もあるので、より効果
的な活用方法を検討す
る。 
②次年度は部活動での
交流数を増やし、体育
祭にも分教室の生徒に
参加してもらえるよう
な企画を考えていきた
い。 
②文化祭では交流の機
会を増えたが、部活動
体験は昨年並みであっ
たので、募集時期を早
めて機会を増やした
い。 

〇 地域との協働におい
て手話通訳をもっと発
展してもよい。 

〇 地域課題を探究活動
のテーマとして地域と
つながってもいいと思
う。その成果が進路に
つながればなお良いと
思う。 

〇 地域でボランティア
してほしがっていると
ころがある。学校との
マッチングが課題であ
る。 

〇 地域行事に、緑園高
校の学生さんにも参加
いただいている。 

① コンソーシアム
の活用により深い
学びを実現し、生
徒のキャリア意識
を啓発した。 

② 学校行事を通じ
た分教室との交流
は深まったが、部
活動についてはさ
らなる充実を図り
たい。 

① 高大連携のよ
り効果的な活用
方法を検討す
る。 

 
② 分教室や地域
との交流を通じ
て生徒の人権意
識を涵養する 

② 学校行事を通
じた分教室との
交流のさらなる
充実を図るとと
もに、部活動に
おける交流機会
を増やしたい。 

〇 地域等との協
働はコロナ前の
水準回復が課題
である。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校施設の整備、美化活
動の推進等を通じて、優
れた教育環境と防災体制
を構築する。  

 
②本校の教育活動を積極的
に発信し、学校の魅力を
ＰＲする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
③教職員の働き方を見直
し、教職員自身のウェル
ビーイングを高める。 

①衛生的で、安心・安全
な学校づくりを行う。 

 
 
 
②学校説明会や見学会の
内容及びホームページ
の充実を図り、学校の
魅力を分かりやすく伝
えられるようにする。 

 
 
 
 
 
 
③教職員の休暇の取得日
数の増加と超過勤務時
間の減少を目指す。 

①清掃活動や防災訓練を通
して、美化意識や防災意
識を高める。 

 
 
②学校見学のルートや学校
の特色に関する説明内容
等を検討する。ホームペ
ージによる学校行事や説
明会等の情報発信を迅速
に行う。 

 
 
 
 
 
③衛生委員会を活用して、
休暇取得状況及び超過勤
務時間集計を把握して、
職員に啓発する。 

①清掃活動や防災訓練を通
して、美化意識や防災意
識を高めることができた
か。 

 
②参加人数を十分確保し、
満足度の高い説明会等を
実施できたか。 

 ホームページを適切な頻
度で分かりやすい内容で
更新できたか。 

 
 
 
 
 
③昨年比で休暇の取得日数
は増えたか。超過勤務時
間の平均は減少したか。 

①ゴミの分別を徹底する
指導を実施した。２回の
防災訓練で危険個所と帰
宅班の確認できた。 
 
②校内で実施する学校見
学や学校説明会で、アン
ケートを実施した結果、
高い満足度を得ることが
できた。ホームページの
部活動や行事のページを
更新し、在校生の活動や
学校の魅力を伝えること
ができた。 
 
③超過勤務状況を衛生委
員会で確認し、産業医
の面談を実施すること
により、超過勤務時間
の平均が減少した。 

④不祥事防止研修を毎月
実施するとともに、随
時テーマごとの研修を
実施し、事故防止に努
めた。 

①日頃「美」の指導を
大切にして美化意識
と防災意識を高め、
実際の場面で大切な
行動がとれるように
する。 

②参加者アンケートの
結果だけでなく、職
員の振り返りを行う
ことで運営面での改
善をはかるＨＰの充
実と合わせて中学校
での進路説明会等に
も参加し、学校の魅
力を直接伝えるよう
努める。 

③超過勤務状態確認と
産業医面談を継続す
るとともに引き続き
１日単位の休暇取得
を呼びかける。 

④引き続き研修会を工
夫し、チェックシー
ト等を用いた点検を
実施する。 

〇 各Ｇの報告を聞き組
織的に学校運営がされ
ていることがよく分か
った。 

〇 数多くの活動の中
で、教員が疲弊しては
本末転倒なのでケアを
しっかりしてほしい。 

〇 分教室との連携方法
なども生徒に考えさせ
ているのか。生徒の委
員会などを作ってもい
いのではないか。 

① ゴミ分別につい
て指導をしたが、
徹底することがで
きなかった。 

② 学校行学校説明
会やホームページ
の充実により、学
校の魅力を外部に
伝えることができ
た。 

③不祥事防止研修会
を実施するととも
に、点検体制の整備
をすすめた。 
④ 服務管理のオン
ライン化により、
業務改善を図っ
た。超過勤務者が
減少した。 

① ゴミ分別につ
いて環境問題へ
の理解を深め指
導を継続する。 

② 学校説明会や
ＨＰだけでな
く、中学校が実
施する説明会に
も積極的に参加
して本校の魅力
を発信する。 

③引き続き研修会
を工夫するとと
もに、チェック
シートを用いた
点検を実施す
る。  

④ 業務改善を進
めるとともに、
超過勤務者の減
少、１日単位の
年休取得の呼び
かけを継続す
る。 



 

 


